
 

合併市町村基本計画の執行状況について【平成２４年度】 

（河内地域における主要事業） 

 

  ① 道路新設改良事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

② 公共下水道整備事業 ・・・・・・・・・・・・・・・２ 

③ 地域自治拠点整備事業 ・・・・・・・・・・・・・・３ 

④ 小・中学校校舎整備事業 ・・・・・・・・・・・・・４ 

⑤ 小・中学校体育館整備事業〔平成 22年度事業完了〕・・５ 

 ⑥ 小・中学校プール整備事業 ・・・・・・・・・・・・６ 

  ⑦ 中央公民館改修整備事業 ・・・・・・・・・・・・・７ 

  ⑧ 総合運動公園整備事業〔平成 21年度事業完了〕・・・・８ 

⑨ 岡本駅西土地区画整理事業 ・・・・・・・・・・・・９ 

⑩ 岡本駅前周辺整備事業 ・・・・・・・・・・・・・１０ 

⑪ 農村公園等整備事業 ・・・・・・・・・・・・・・１１ 

⑫ 農道整備事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 
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事業名 ① 道路新設改良事業【河内】 担当課 道路建設課 

事業概要 都市間及び新市における地域間交通の円滑化や安全性・利便性を確保す

るため，市民が日常的に利用する幹線市道や生活道路などを整備する。 

答申内容 計画されている８路線のうち４路線の整備が完了し，残り４路線のうち

２路線についても事業が計画的に進められております。 

特に，市道２００４２号線については，通学路にもなっていることから，

歩行者や自転車等の安全性に配慮のうえ，早期に整備が完了することを望

みます。 

また，未着手路線の市道２０３５４号線については，整備中の路線の進

捗状況を見極めながら，路線整備の有効性及び市民の利便性などを考慮の

うえ，具体化に向けた検討が必要です。 

なお，合併市町村基本計画に掲げられた８路線以外の整備が必要な路線

については，本市の道路整備計画へ位置付けされることを望みます。 
 

●実施に向けた考え方 

旧町の継続事業を優先的に整備し，効果などを見極めながら推進する。 

●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 計画している８路線のうち，市道２０２１６号線，市道２０２９９号

線，市道２０２７１号線，市道２００６１号線，市道２００６５号線の

５路線が完了し，残り３路線のうち，現在事業着手している路線につい

て優先的に整備を進めていく。 

目標値設定の 

考え方 

幹線道路及び生活道路の整備については，地域性にも配慮しながら，

総合計画実施計画に計上して計画的に整備を進める。 

●平成２４年度までの進捗状況（平成２５年３月３１日見込） 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

●平成２５年度の取組み予定及び予算措置  

【当初予算額     １６４百万円】

市道２００４２号線 整備工事費 ６７百万円 

          用地費   ９７百万円 

 

 計画路線 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

事 業 

内 容 

市道20216号線（H20完了）

市道20299号線（H22完了）

市道20271号線（H23完了）

市道 20042 号線(取組中) 

市道20061号線（H24完了）

市道20065号線（H24完了）

市道 20227 号線(取組中）

市道 20354 号線(未着手）

市道 20042 号線

用地取得ほか 

※20299号線完了

市道 20042 号線

設計業務ほか 

※20271号線完了

市道 20042 号線

用地取得ほか 

※20061号線完了

※20065号線完了

予算額 － ３２百万円 １２百万円 １４６百万円

累 計 － ４５０百万円 ４６２百万円 ６０８百万円
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事業名 ② 公共下水道整備事業【河内】 担当課 下水道建設課 

事業概要 生活排水の適切な処理による市民の快適な生活環境の確保や公共用水域

の水質の保全を図るため，地域の実情に応じた汚水処理施設等を整備する。

答申内容 公共下水道の整備は，快適な住環境の創出と豊かな自然環境を守り，河

川の水質保全を図るためにも，たいへん身近で重要な事業であり，毎年度，

着実に整備されております。  

今後も，計画的な整備を進めるとともに，公共下水道に接続していない

地域住民に対しては，接続に向けた広報や啓発活動を行ってください。 

 

●実施に向けた考え方 

合併協定書に基づき，平成２１年３月に公共下水道全体計画の見直しを行い，併せて

事業計画を変更し，事業計画区域内の整備を着実に進めている。さらに，区域内の整備

が進んできたことなどから，平成２５年３月に事業計画区域の追加変更を実施した。今

後は，変更した事業計画区域内の整備を進めるため，事業の優先度や効果等を精査した

上で，今回計上した実施計画に基づき，計画的に進めていく。 

●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 事業計画区域面積：６５０.２ha（整備予定面積） 

※変更前５２８.０ha 

目標値設定の 

考え方 

 

事業計画区域面積は，事業計画において，整備を予定している区域面

積であることから，目標値とする。 

ただし，事業計画区域面積は事業計画の変更に伴い，区域面積の変更

がある。 

●平成２４年度までの進捗状況（平成２５年３月３１日見込） 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※進捗率＝目標値の事業計画区域面積６５０.２ha に対する実績累計の面積の割合 
下段の（ ）は変更前の事業計画区域面積（５２８.０ha）に対する整備面積 
今回追加区域：グリーンタウン地区（79.0ha），下田原地区（43.2ha） 

●平成２５年度の取組み予定及び予算措置  
【当初予算額 ３７７百万円】

・公共下水道汚水管渠築造工事（下岡本町ほか）       整備予定面積  8ha 

・特定環境保全公共下水道汚水管渠築造工事（中岡本町ほか） 整備予定面積  3ha 

・河内水再生センター増設実施設計委託 

・大塚中継ポンプ場建設実施設計委託 

 

 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 

事業内容 

・公共下水道汚水管渠築

造工事 
・特定環境保全公共下水

道汚水管渠築造工事 
・河内水再生センター増

設工事 

・公共下水道汚水管渠築

造工事 
・特定環境保全公共下水

道汚水管渠築造工事 
・河内水再生センター増

設工事 

・公共下水道汚水管渠築

造工事 
・特定環境保全公共下水

道汚水管渠築造工事 
 

予算額 ９２４百万円 ６７４百万円 ３４６百万円

実績累計 343.8ha 370.3ha 385.6ha 

進捗率※ 52.9％ 

（65.1%） 

57.0％ 

（70.1%） 

59.3％ 

（73.0%） 
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事業名 ③ 地域自治拠点整備事業【河内】 担当課 自治振興課 

事業概要 住民サービスの提供体制の充実および地域住民の活動スペースを確保す

るため，新たに地域自治センターを整備する。 

答申内容 河内地域自治センターは，施設の老朽化などにより改築が急がれますが，

その整備に関しては，検討すべき課題が多くありますので，地域の自治拠点

としてふさわしい整備の場所・施設内容，利用方法など具体的な整備計画を

早急に策定する必要があります。 

 具体的な整備計画を策定する際には，災害時の防災拠点や地域文化・生涯

学習の拠点としての機能を備えた有機的な整備計画となるように，地域住民

との意思疎通が重要であると考えます。 

 

●実施に向けた考え方 

地域自治制度の検証等を踏まえ，地域自治センターに必要な機能や組織体制，施設規

模等を整理したうえで，整備を行う。 
●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 河内地域自治センターの整備 

目標値設定の 

考え方 

 地域行政機関の地域のまちづくりの拠点としての機能を十分発揮で

きるよう，老朽化への対応を行うとともに，まちづくりと人づくりの一

体的推進を図るため，自治センターと生涯学習センターの一体的整備を

進める。 

●平成２４年度までの進捗状況（平成２５年３月３１日見込） 

  

年度 事業内容 

平成２２年度
・方針を踏まえ，地域行政機関の機能等について検討 
 

平成２３年度
・「第２次宇都宮市地区行政推進計画」に，地域自治センターと生

涯学習センターの一体的整を重点事業として位置づける 

平成２４年度

・地元住民による河内地区自治拠点施設建設促進委員会との意見

交換を行いながら，地域自治センターと生涯学習センターの一体

的整備の具体的な整備内容について検討 

  

●平成２５年度の取組み予定及び予算措置  
【当初予算額３４百万円】 

 

・河内地域自治センターと河内生涯学習センターの一体的な改築に向けた実施設計 
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事業名 ④ 小・中学校校舎整備事業【河内】 担当課 学校管理課 

事業概要 地震発生時の生徒の安全確保や地域住民の応急避難場所の確保などを図

るため，老朽度や耐震性などを踏まえながら，地域内の小・中学校の校舎

整備を進める。 

答申内容 地区内の対象５校のうち２校の耐震補強工事が終了し，残りの３校につ

いても目標年次である平成２７年度までの整備完了に向け，今後とも，計

画的な整備を望みます。 

また，学校は，災害時には地域住民の避難所となることから，それらに

対応できる機能を備えた整備がすみやかに行われることを望みます。 

 

●実施に向けた考え方 

・校舎の安全性の確保や機能復旧など，物理的な老朽化への対応，さらにバリアフリー

化や耐震性を確保していくため，校舎の大規模改造を実施していく。 

・耐震化については，市耐震改修促進計画において平成２７年度までに学校施設の耐震

化を完了することとしている。 

 

●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 校舎耐震化（実施対象校５校：田原小，岡本小，岡本西小，古里中，

田原中） 

目標値設定の 

考え方 

平成２７年度までに学校施設全ての耐震化を実施。 

●平成２４年度までの進捗状況（平成２５年３月３１日見込） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●平成２５年度の取組み予定及び予算措置  

【平成２４年度補正予算額７２百万円】 

【当初予算額７百万円】 

・岡本小学校校舎耐震補強工事（平成２４年度３月補正予算に計上し，繰越） 

・岡本小学校校舎耐震補強工事監理（平成２４年度３月補正予算に計上し，繰越） 

・田原中学校校舎耐震補強実施設計 

※田原小学校 平成２０年度耐震工事完了 

 古里中学校 平成２２年度耐震工事完了 

 平成２２年度 平成２３成年度 平成２４年度 

事業内容 

・古里中学校校舎耐震

補強工事及び工事監

理 

 

・岡本西小学校校舎耐

震補強実施設計 

・岡本西小学校校舎耐

震補強工事及び岡本

小学校校舎耐震補強

実施設計 

予算額 ２２６百万円 １０百万円 １７０百万円 

実績累計 

（進捗率） 

２校〔田原小・古里中〕 

（４０％） 

２校〔田原小・古里中〕 

（４０％） 

３校〔田原小・岡本西

小・古里中〕 

（６０％） 

※進捗率＝目標値の校舎耐震化実施対象校５校に対する，校舎耐震工事完了校の割合 
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【平成２２年度事業完了】 

事業名 ⑤ 小・中学校体育館整備事業【河内】 担当課 学校管理課 

事業概要 地震発生時の生徒の安全確保や地域住民の応急避難場所の確保などを図

るため，老朽度や耐震性などを踏まえながら，地域内の小・中学校の体育

施設の整備を進める。 

答申内容 体育館整備事業は，平成２２年度の田原中学校の耐震補強工事をもって完

了しました。 
なお，体育館などの公共施設は，地域住民の避難所として十分機能するよ

う，検討していくことが必要です。 
『平成２３年８月５日の答申書より』 

 

●実施に向けた考え方 

・体育館は地震発生時に児童生徒等の安全を確保するとともに，地域住民の緊急的な避

難場所としての役割を果たすことから，早急に耐震化を実施していく。 

・市耐震改修促進計画において平成２７年度までに学校施設の耐震化を完了することとし

ている。 

・特に，耐震化の緊急性の高い学校（２次診断でＩｓ値０．３未満）については，優先的

に進めており，平成２２年度中には校舎及び体育館の補強工事を完了する。それ以外の

施設についても，緊急性の高い順に優先順位をつけ，平成２７年度までの完了を目標に，

計画的に整備を進めていく。 

●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 体育館耐震化（実施対象校２校：岡本西小，田原中） 

目標値設定の 

考え方 
平成２７年度までに学校施設全ての耐震化を実施。 

●事業完了（平成２２年度）までの進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※岡本西小学校 平成２１年度耐震工事完了 

 田原中学校 平成２２年度耐震工事完了 

 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 

事業内容 

・岡本西小学校体育館

耐震補強実施設計 
・岡本西小学校体育館

耐震補強工事 

・田原中学校体育館耐

震補強耐震診断及

び実施設計 

・田原中学校体育館耐

震補強工事及び工

事監理 

予算額 ４百万円 ５０百万円 ９０百万円

実績累計 

（進捗率）

－校 
（－％） 

１校〔岡本西小〕 
（５０％） 

２校〔岡本西小・田原

中〕 
（１００％） 
※整備完了 

※進捗率＝目標値の体育館耐震化対象校２校に対する体育館耐震補強工事 

校 割合
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事業名 ⑥ 小・中学校プール整備事業【河内】 担当課 学校管理課 

事業概要 体育の授業や部活動など教育環境の充実を図るため，老朽度や耐震性な

どを踏まえながら，地域内の小・中学校の体育施設の整備を進める。 

答申内容 小・中学校のプールは，児童・生徒の体力向上を図るために必要不可欠

な体育施設であるため，衛生面や安全面に配慮し，老朽化した施設の改修

を計画的に進めることを望みます。 

 

●実施に向けた考え方 

各学校施設の状況，必要性に応じ，予算の範囲内で順次対応。 
 

●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 － 

目標値設定の 

考え方 

 

－ 

●平成２４年度までの進捗状況（平成２５年３月３１日見込） 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

●平成２５年度の取組み予定及び予算措置  
【当初予算額 ９百万円】

・岡本小学校プールろ過設備改修 

 

 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 

事業内容 
       － 

 

 

・田原小学校プールろ

過設備及び給排水

ポンプ改修 

岡本西小学校プール

塗装工事 

予算額 －百万円 １０百万円 ４百万円

 



 7

 

事業名 ⑦ 中央公民館改修整備事業【河内】 担当課 生涯学習課 

事業概要 市民の多様な学習ニーズに対応するとともに，学んだことを個性と魅力

ある地域づくり活動に生かすことのできる場・機会を提供するため，老朽

度や耐震性などを踏まえながら，生涯学習センターを整備する。 

答申内容 河内生涯学習センター（旧中央公民館）は，河内地域自治センターと一

体的に整備することにより，地域拠点としての機能が十分に発揮され，地

域住民の利便性の向上とともに，住民相互の情報交換の場などとして活発

に活動が行われることが期待されます。 

整備計画の策定に当たっては，地域住民の意見が反映されることを望み

ます。 

 

●実施に向けた考え方 

河内生涯学習センターについては，老朽化への対応を行うとともに，ひとづくりとま

ちづくりの一体化を図るため，関係部局と連携し，必要な機能や組織体制，施設規模等

を整理したうえで，地域自治センターと生涯学習センターを一体的に整備を行う。 

 

●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 利用者が安全かつ快適に利用できる生涯学習センターの整備 

 

目標値設定の 

考え方 

地域行政機関の地域のまちづくりの拠点としての機能を十分発揮で

きるよう，ひとづくりとまちづくりの一体化を図るため，地域自治セン

ターと生涯学習センターを一体的に整備を行う。 

 

●平成２４年度までの進捗状況（平成２５年３月３１日見込） 

 

 

●平成２５年度の取組み予定及び予算措置 
【当初予算額３４百万円】

 

・河内地域自治センターと河内生涯学習センターの一体的な改築に向けた実施設計 

 

年度 事業内容 

平成２２年度 
・方針を踏まえ，必要な機能及び規模等について，関係部

局と検討 

平成２３年度 
・「第２次宇都宮市地区行政推進計画」に，地域自治センタ

ーと生涯学習センターの一体的整備を重点事業として位

置づける 

平成２４年度 
・地元住民による河内地区自治拠点施設建設促進委員会と

の意見交換を行ないながら，地域自治センターと生涯学習

センターの一体的整備の具体的な整備内容について検討 
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【平成２１年度事業完了】 

事業名 ⑧ 総合運動公園整備事業【河内】 担当課 スポーツ振興課 

事業概要 すべての市民が目的に応じて，身近なところでスポーツに親しめるよう

にするため，河内総合運動公園の整備を進める。 

答申内容 総合運動公園整備事業は，平成２１年度に完了し，平成２２年１０月から

多目的運動広場の供用が開始されました。 
なお，今後とも，憩いの場として，安全性や地域住民のニーズ等にも配慮

し，利用しやすい環境づくりに努めることが必要です。 
『平成２３年８月５日の答申書より』 

 

●実施に向けた考え方 

旧河内町が，平成１９年１月に県から事業認可を再取得した整備内容について，旧町

の計画を前倒しし，平成２１年度中に整備する。 

●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 多目的広場整備工事 ５．７９ha （公園総面積 12.8ha） 

目標値設定の 

考え方 

河内総合運動公園の完成を目指し整備工事を行うことから，未整備面

積の全てを目標値とする。 

●事業完了（平成２１年度）までの進捗状況 

  

 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 

事業内容 

・造成工事 

（移植，駐車場整備，園路広

場等） 

・電気設備工事 

（照明搭本体等） 

 

・造園工事 
（園路整備，バックネット整

備，グランド整備等） 
・電気設備工事 
（放送設備等） 
・機械設備工事 
（散水設備） 

《２１年度事業完了》 

・多目的運動広場供用開始

（１０月） 

【河内総合運動公園全体を

供用開始】 

予算額 ２５０百万円 ２４８百万円 －百万円

実績累計 

（進捗率） 

７，２９６百万円

（９６．７％） 

 

７，５４４百万円 
（１００％） 

※当初計画事業の 

整備完了 

－百万円

（－） 

 

※進捗率＝総事業費７，５４４百万円に対する実績累計の金額の割合 
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事業名 ⑨ 岡本駅西土地区画整理事業【河内】 担当課 北部区画整理事業課

事業概要 安全で快適な魅力ある都市環境づくりや機能的な市街地の形成を図るた

め，岡本駅西地区における土地区画整理事業を進める。 

答申内容 岡本駅西土地区画整理事業は，長期にわたり多額の財源が投入され，地

域住民の理解と協力のもと，精力的な取り組みにより，着実に整備が進め

られております。 

今後も，地域住民の意見を取り入れながら，計画的な整備を進めるととも

に，状況に応じて，整備区域外の市民に対しても，情報の提供がなされるこ

とを望みます。 

 

●実施に向けた考え方 

・地区住民の意向を把握しながら，仮換地指定の拡大を図り，広範囲にわたる複数箇所

での建物等移転及び工事を行う。特に岡本駅西口広場の供用開始に合せるため，広場に

アクセスする都市計画道路整備を重点的に行う。 

・国庫補助等安定的な財源確保に努めると共に，事業の効果的，効率的な推進を図る。

・事業の目的や整備効果について，戸別の仮換地交渉や建物移転交渉により明示すると

共に，区画整理だよりの発行や出前相談会の開催を通し，地域住民に広く周知を行って

いく。 

●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 ・事業費（２６，０００百万円） 

・事業進捗率（事業費ベース） 

４０．５％⇒５９．６％【平成２６年度まで】 

目標値設定の 

考え方 

・仮換指定率   ５３．４％⇒８８．１％【   〃    】 

・建物移転率   ３３．０％⇒５１．６％【   〃    】 

・公共施設整備率 ２５．０％⇒４６．１％【   〃    】 

（岡本駅西口広場及び岡本駅西線の整備を優先的に進める） 

●平成２４年度までの進捗状況（平成２５年３月３１日見込） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※進捗率＝目標値の事業費２６，０００百万円に対する実績累計の金額の割合 

●平成２５年度の取組み予定及び予算措置  
     【当初予算額  ９７２百万円】

  （主な事業） 

道路築造工事    延長     ８６３ｍ（都市計画道路・区画道路） 

岡本駅西口広場築造 面積   ２，４４６㎡ 

 整地工事      面積 １６，８７５㎡ 

 

 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 

事業内容 

･仮換地指定(4.0ha) 

･建物移転(61 棟) 

･道路築造（369m） 

･整地造成(18,969㎡)

 

･仮換地指定(4.0ha) 

･建物移転(46 棟) 

･道路築造（491m） 

･整地造成(9,638 ㎡) 

 

･仮換地指定（2.3 ha）

･建物移転（67棟） 

･道路築造（637ｍ） 

･整地造成（20,481㎡）

予算額 １，１９４百万円 １，３５３百万円 １，４５４百万円

実績累計 
（進捗率）

９，１６６百万円

（３５．３％）

１０，５１９百万円

（４０．５％）

１１，９７３百万円

（４６．１％）
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事業名 ⑩ 岡本駅前周辺整備事業【河内】 担当課 北部区画整理事業課 

事業概要 岡本駅周辺地区において，地域交流拠点にふさわしい自立性の高い地域

の「顔」を形成するため，駅西口駅前広場の整備とあわせながら，駅関連

施設の整備などを推進し，交通結節機能の強化を図る。 
答申内容 岡本駅前周辺地区は，宇都宮市都市計画マスタープランの全体構想にお

いて，本市北東部の地域交流拠点の一つに位置づけられていることから，

早急に，整備に着手する必要があります。 

なお，整備に当たっては，岡本駅西土地区画整理事業の進捗状況に合わ

せるとともに，地域の意見が反映されることを望みます。 
 

●実施に向けた考え方 

東西自由通路，橋上駅舎や東西駅前広場整備等の岡本駅周辺整備については，駅東西

を一体的に捉えながら検討していくことが必要と考えており，岡本駅西土地区画整理事

業の進捗状況や都市計画マスタープランを踏まえながら，岡本駅の交通結節機能の強化

に向け，ＪＲ東日本を始めとする関係機関と協議調整を行いながら事業を推進してい

く。 
なお，駅舎や東西自由通路については，今後，ＪＲ東日本との協議が順調に進めば，

平成 26 年度に工事着手し，駅西口広場の整備計画とあわせ早期の供用開始を目指す。

●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 駅関連施設（自由通路・橋上駅舎）の整備 

目標値設定の 

考え方 

本市北東部地域の玄関口に相応しい駅関連施設とするため，岡本駅西

土地区画整理事業による駅西口広場の整備とあわせ，東西連絡機能の確

保や駅機能の拡充など，交通結節機能の強化を図る。 

●平成２４年度までの進捗状況（平成２５年３月３１日見込） 

 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 

事業内容 

・駅関連施設の整備内

容の具体化に向け

たＪＲ東日本との

協議 

・東西自由通路・橋上

駅舎の基本設計 
・地域住民等へヒアリ

ング調査を行い駅周

辺地域の整備方針の

作成と東西駅前広場

の基本設計 

・東西自由通路･橋上

駅舎の基本設計 
・東西自由通路･橋上

駅舎の実施設計 
・東西駅前広場等の詳

細設計 
 

●平成２５年度の取組み予定及び予算措置  

  【当初予算額 ８７．５百万円】

・東西自由通路･橋上駅舎整備に関する実施設計【８０百万円】（24 年度からの継続）

・岡本駅西口電線共同溝詳細設計【７．５百万円】 
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事業名 ⑪ 農村公園等整備事業【河内】 担当課 農村整備課 

事業概要 地域住民の連帯感を高めるとともに地域の活性化を促進するため，下田

原南部地区の圃場整備事業地内に，住民交流の場となる農村公園などを整

備する。 

答申内容 農村公園等の整備は，地元の自治会等の意向を踏まえて，協議を行いな

がら進めることを望みます。 

 

●実施に向けた考え方 

農業集落に係る農村公園の整備については，住民の健康維持・増進及び地域の連帯感

を醸成し，住みよい集落づくりの促進を図るものであることから，地元との協議の実施

やワークショップ等を開催しながら住民参加型の計画作りを進めていく。 

 

●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 農村公園等の整備（下田原南部２ケ所） 

目標値設定の 

考え方 

 

― 

●平成２４年度までの進捗状況（平成２５年３月３１日見込） 

 

年度 事業内容 

平成２２年度

・下田原南部土地改良区（以下「土地改良区」という。）との打

合せを実施（地元自治会への意向調査について）（７月） 

・意向調査の結果から，各自治会の考えを把握（８月） 

・意見のまとまった自治会と土地改良区の２者との打合せを実施

（広場・駐車場・ビオトープ・農園などの設置要望有り）（11 月）

平成２３年度
・農村公園整備のあり方等について，土地改良区等との協議を実

施。（２月） 

平成２４年度

・農村公園整備のあり方等について，土地改良区等との協議を実

施。（７～８月） 

 

●平成２５年度の取組み予定及び予算措置  
【当初予算額 ― 円】

・引き続き，農村公園整備のあり方等について，検討 
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事業名 ⑫ 農道整備事業【河内】 担当課 農村整備課 

事業概要 農業生産性の向上や農産物流通の合理化，また，地域住民の社会生活環

境の改善を図るため，農道の整備を進める。 

答申内容 地域の重要な産業である農業の生産性の向上と農業経営の合理化のた

め，農道整備が順調に進められております。 

今後も計画的に整備が推進されることを望みます。 

 

●実施に向けた考え方 

農道整備については，毎年度，一定の額を予算化し，全市域を計画的に整備しており，

今後も順次整備することを予定している。 

 

●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 農道の整備（下ヶ橋河原，下田原南部） 

目標値設定の 

考え方 

 

― 

●平成２４年度までの進捗状況（平成２５年３月３１日見込） 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

●平成２５年度の取組み予定及び予算措置  
【当初予算額  ８．２百万円】

農道舗装工事 

県単：下田原地区（延長＝２７０ｍ）４．３百万円 

市直：下ヶ橋地区（延長＝２２０ｍ）３．９百万円 

 

 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 

事業内容 
農道舗装工事 

(１６０ｍ) 

農道舗装工事 

(２８５ｍ) 

農道舗装工事 

（４５０ｍ） 

予算額 ３，６００千円 ５，６００千円 ８，２００千円

実 績 ７１３．８ｍ ６４４ｍ ４８２ｍ

 


